
地域で掲げられている
目標

チームで掲げる目標

地域課題 地域課題の分解 活用する社会資源 どのように活用するか いつまでに達成するか 相談支援部会の役割 検討会議・協議会の役割

本人家族に対して、
福祉サービスと相談支援が終了する
イメージを共有する機会が必要
（相談支援が生活リスクを継続的に
伝える役割を担っていたケース）

本人・家族
主治医
相談支援事業所
狛江市相談支援係
地域包括支援センター
市町村就労支援センター

関係者がいなくなることを伝える
支援が終了することを伝える

引き継ぎ前
就労定着支援終了後の資料・フロー
を作成する

障害者雇用先や支援機関に対して、
福祉サービスと相談支援が終了する
イメージを共有する機会が必要
（ご本人に生活支援の必要があって
も就労状況の課題に優先度が高い
ケース）

相談支援事業所
ハローワーク
市町村就労支援センター
就労開拓コーディネーター
就労定着支援事業所
就労・生活支援センター（中ポツ）

連絡会で話題にする 適宜
動きを共有する
情報を発信する

企業にとって就労支援センターへつ
ながるまでの道筋がわかりづらい

ハローワーク
相談支援事業所連絡会
市町村就労支援センター
就労定着支援事業所
就労・生活支援センター（中ポツ）

・ハローワークによる周知
・就労定着支援事業所から伝える
・計画相談から就労移行事業所へ伝
える

定着支援終了６か月前までに引き継ぎを
開始する

・役割の共有

・進め方の共有

本人家族にとって、就労支援センター
の具体的なフォロー内容がわかりづ
らい

・知的障害・精神障害にあわせた就
労・生活支援センター（中ポツ）
・狛江市社会福祉協議会　就労支援
センターサポート作成　YouTube
・就労支援センターサポート主催講演
会研修会

・相談支援部会作成のフロー

・狛江市社会福祉協議会　就労支援
センターサポート作成　YouTube
は、狛江市広報ホームページで広め
る
・就労支援センターサポート主催講演
会研修会を案内する
・相談支援部会でフロー作成お渡しす
る

・今年度内

・来年度中

・来年度中

就労定着支援終了後の資料・フロー
を作成する

相談支援専門員にとって就労支援セン
ターの役割がわかりづらい

就労・生活支援センター（中ポツ）連
絡会(多摩地区国立）
狛江市社会福祉協議会　就労支援セ
ンターサポート作成　YouTube
狛江市相談支援係

・支援終了６か月前モニタリングで、
就労支援センターを案内引継ぎ
・就労支援センターから福祉サービス
が必要になる前に連絡確認を取り合
う。早めの情報交換をおこなう

・６か月前

・３か月前

・就労に係る入口出口のりしろ支援
　早めのSOS を共有する

地域づくり計画（2024/01/18   02/01  05/09.16検討）

理念：障がいのある人もない人も、ともに暮らし続けられるまち　～あいとぴあ狛江～

①狛江市では、
就労定着支援終了後の支
援体制づくりを見越して、
サービス受給中に、本人
家族関係機関が連携する
決まりが無い

連携構築フローの検証及び承認

②狛江市では

狛江市には、企業や就労定
着支援事業所が無いので、
就労支援センターの役割を支
援者や関係者に広めることが
大切
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